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1  （1）右の図
 （2）辺ＥＤ
 （3）角Ｈ

2  （1）右の図の点Ｏ
 （2）右の図の点Ｎ

3   （1）ア，エ
 （2）エ
4   イ，エ

1（1）図形を 2つに折るとぴったり重なる
ように対称の軸を引きます。

（2）点Ｇに対応するのは点Ｅ，点Ｈに対応す
るのは点Ｄなので，辺ＧＨに対応するのは辺
ＥＤです。

2  （1）対応する点を結んだ直線が交わると
ころが対称の中心Ｏになります。

（2）点Ｍから点Ｏに引いた直線をのばすと辺
ＡＬと交わります。これが点Ｎです。

3  （1）右の図で，対
称の軸が①のとき，カ
と線対称な位置にある
三角形はア。対称の軸
が②のとき，カと線対
称な位置にある三角形はエ。

（2）右の図で，対称の中心
はＯだから，アと点対称な
位置にある三角形はエです。

4　正方形と長方形は，2本の対角線の長さ
が等しいため，作ることができません。

　　平行四辺形とひし形は，2本の対角線の長
さがちがうので作ることができます。

対称な図形3
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ひし形 平行四辺形

1  （1） 3：5　　（2）2：1　　（3）9：2
2  （1） 1 （2）45　
3　イ，ウ
4　［式］ 1.6kg＝ 1600g

 1600× 3
8 ＝600　

 1600－600＝1000
 ［答え］ 砂糖；600g，水；1000g
5　（1）9：8

 （2）［式］174× 9
29 ＝54　174× 12

29 ＝72

 174× 8
29 ＝ 48

 ［答え］ Ａ；54個，Ｂ；72個，Ｃ；48個

1（1）15：25＝(15÷5)：(25÷5)＝3：5
（2）3分40秒＝220秒，1分50秒＝110秒
　だから，求める比は，
220：110＝(220÷110)：(110÷110)＝2：1

（3） 1
10 kg＝ 100gだから，求める比は，

450：100＝(450÷50)：(100÷50)＝9：2

2（1）1
2：27＝x：54　　（2）0.4：3＝6：x

　　　x＝1
2 × 2　　　　　　x＝ 3× 15

　　　x＝ 1　　　　　　　　 x＝ 45

3　7：2の比の値は 7
2 でア～エの比の値は，

　　ア 350÷ 80＝ 35
8  イ 12 ÷

1
7 ＝

7
2   

　　ウ 4.9÷1.4＝ 7
2  エ 23÷6＝ 23

6   

よって，比の値が 7
2 になるのはイとウです。

4  できあがった砂糖水は 1.6kg＝ 1600gで，
この砂糖水の重さの割

わり

合
あい

を 1とすると，砂糖

の重さの割合は 3
8 ，水の重さの割合は

5
8 だ

から，砂糖の重さは，

　　1600× 3
8 ＝

1
200
600× 3

8
1

＝600(g)

　水の重さは，
　　1600－ 600＝ 1000(g)
　です。

5（1）Ａ，Ｂ，Ｃのびんに入っているビーズ
の数をそれぞれ a個，b個，c個とします。
a：bと b：cでは bが共通なので，bを 4
と 3の最小公倍数にそろえて考えます。

　　a：b＝3：4＝(3×3)：(4×3)＝9：12
　　b：c＝3：2＝(3×4)：(2×4)＝12：8
　したがって，
　　a：b：c＝ 9：12：8
　だから，
　　a：c＝ 9：8

（2）a：b：c＝9：12：8だから，全部のビーズの個

数の割合を1とするとＡには 9
29 ，Ｂには

12
29 ，

Ｃには 8
29 の割合でビーズが入っています。

したがって，Ａ，Ｂ，Ｃそれぞれのびんに入っ
ているビーズの数は，

　　Ａ…174× 9
29 ＝ 54（個）

　　Ｂ…174× 12
29 ＝ 72（個）

　　Ｃ…174× 8
29 ＝ 48（個）

比4

*2

*2

*15

*15

対応する点の順に答えるので，辺
ＤＥではなく，辺ＥＤと答えるん
だね。

平行四辺形とひし形の 2本の対
角線は長さがちがい，それぞれの
真ん中の点で交わるんだよ。

さらに，ひし形の 2本の対角線
は垂直に交わっているんだね。
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